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高校生 の 職業選好 と進路選択

一高校生文化 と進路形成 の 変容 ・東京調査 よ り一

日本学術振興会特別研究 員　荒川　葉

1，は じめ に

　本報告 は、高校生が い か な る職業展望の もとに

高卒後 の 進路を選択 して い る か、そ こ に近年 の高

校教育改革が どの ような影響をもた らして い る か

解明す る こ とを 目的 と して い る。

　か つ て 、
1980 年代 の トラ ッ キ ン グ 研 究が明 らか

に して きた の は、学業達成を基準 と した 選 抜
・配

分の メ カ ニ ズ ム で あ っ た。
一

方 で 明確な職業威信

の 序列があ り、
一

方 こ れまた序列を形成して い る

高校 ・大学の ど こ に位置付けられ るか で、威信 の

異なる 職業 に 配分 され る メ カニ ズ ム があ っ た。こ

うした 選抜 ・配分メカ ニ ズ ム は、生徒 に劣等感を

与えるもの と して 批判 され る一方、ス ム ーズ な ト

ラン ジ ッ シ ョ ン を形成 してきた ともい える。

　 しか し、現在、こ うした選抜
・
配分メ カ ニ ズ ム

も大きく変容レて い る可能性 が ある。まず第 1に

高校教育改革の 影響がある。周知 の 通 り、高校教

育改革は、生徒の 「興味 ・関 心 」 「将来の夢」 に基

づ く進路選択 へ の 転換を掲げ、さま ざまな個性

化
・多様化政策を推進 して い る。

一方、産業構造

も変化 して い る 。 終身雇用制 を保障して きた フ ォ

ーディ ズム体制が崩れ ると同時に、第 3次産業の

分野で メディ ア、フ ァ ッ シ ョ ン 、ア
ー

トを扱 う産

業が華々 し く展開 され て い る。こ の よ うな状況で 、

か つ て の ように、「威信の 高い 」職業を求 め て 、学

業達成を得る こ とに 対する生徒 の 意味づ けも変化

して い る 可能性 が あ る。

　 本報告は、こ うした状況 で 、School　to　Work の

関係 が どの よ うに変化 して い るの か、そ れ に 「将

来の 夢」 に基 づ く進路選択を推奨する高校教育改

革が どの よ うに 関わ っ て い るの か、試論を提示す

る こ とを試み る。

2．調査の 概要

　対象校…都立高校 18校、国立 ・私立高校 15校

　調査方法…高校 2年生対象質問紙調査

　なお 、本報告は、高校生文化調査研究会 （代表

樋田大 二 郎）実施 の 調査 に 基 づ い て い る。詳細は、

樋田 大二 郎 ・岩木秀夫一高校生文化 と進路形成の

変容 ・東京調査よ り
一

」 を参照されたい
。

3．高校生の 職業観一「どの ような職業につ けるか 」

　まず、高校生がどの ような職業につ けると考え

て い る か 見 て い く。具体的に は 、「安定感 の あ る仕

事につ く」 「は なや か な仕事 に っ く」 「社会的に地

位 の 高い 仕事に つ く」 「社会 の 役 に 立 つ 仕事に つ

く」 「拘束 の 少ない 、楽 な仕事につ く」 「高い 収入

を得る」 「有名に なる」 「自分 の 趣味 ・好きな こ と

をい か せ る仕事 に つ く」 「専門的な技能 ・技術 が い

か せ る仕事 に つ く」 の 9 項目に対し、「きっ とで き

る」 「たぶんで きる」 「やや難しい 」 「難しい 」の 4

点尺度で答え て もら っ た 。 これ に つ い て 、学校ラ

ン ク別 ・性別 に見 た と こ ろ、次の 傾 向が 見 られた。

　 「社会的に 地位 の 高 い 仕事につ く」 「社会 の 役

に 立 っ 仕事にっ く」 とい っ た項目で は成績上位の

高校 ほ ど 「で き る」 と答える傾向 が 明確 に 見 られ

た 。 しか し、「自分の 趣味 ・好きな こ とをい か せ る

仕事 に つ く」 「有名 に なる 」などの 項 目につ い て は、

ほ とん どラ ン ク差はみ られ な か っ た 。 また 「はな

や かな仕事につ く」 「高 い 収入 を得 る 」に つ い て は、

若干 で あ る が 、 ラ ン クの 逆転現象さえ見られ た。

こ の よ うに、業績主義的達成との結びつ きが強 い

項 目につ い て は、成績下位の 生徒は困難と認識す

る
一

方、それ以外につ い て は 成績上位の 生徒 と同

程度、達成可 能 と認識する傾向が窺えたの で ある。

4 ．高校生の 職業選好

　それ で は高校生 は、将来の 職業にどの よ うな要

素を求 め て い るの だ ろ うか 。 次 に 見て い く。指標

に は上記の 9項目の うち、重要 とおもわれ る順に

3 つ 選ん で もらっ た もの を用い た 。 表 1 は、その

い ずれ か で 各項 目 を選 ん で い る割合を、学校 ラ ン

ク別
・性別に、見たもの で あ る。

　表 か らはまず、学校ラ ン クに 関わ らず、「自分の

趣味 ・好きな こ とをい か せ る仕事につ く」 を重要

とする 生徒が圧倒的に多い こ とが窺え る 。 す べ て

の ラン ク で、65％以上 の 生徒が重要 と答えて い る。

これに 「安定感の ある仕事に つ く」 「高 い 収入 を得

る」 が続 く。「社会的に 地位 の 高い 仕事に つ く」

「有名にな る」 はい ずれ の ラ ン ク で も必ずし も高

くなか っ た。こ こ か ら は、自分の 「好 き」 に こ だ

わ りつ つ 、手堅 い 職業を 希望す る生徒像が窺え る 。

た だ し、こ れ は個 々 の 項目に つ い て 見た結果 で あ

る。生徒の 職業選好を探る ために は、どの ような

項目をセ ッ トに して 選 ぶ傾向 が あ る の か も見る必

要が ある。
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表 1 職業選 好 X 学校ラン ク ×性
　 　 Super　　上位校 　　中位 A 　 中位 B 　 下位校　 台計

自分の 趣味・好きなことをい かせる仕事につ く

男　　　　　　10．D駘　　　　80．7×　　　　73．7S　　　　72、2ZZ　　　　66．5％　　　　71、5X
女 　　　　　　74．B點　　　　 83 騙 　　　　867N　　　　80．9覧　　　　789覧　　　　81、5覧

安定惑のある仕事につ く

男　　　　　　42．8S　　　　50．0騙　　　 55．4M 　　　512N 　　　 547 弘 　　　　5t、9鮎

女 50駢 52．IS　 49、O＄ 58．IX　 56、7× 54．8S
　 　 　 　 　 　 　 ・・

〈略 〉
・

社会 的に地位の 高い 仕事に つく

男 163 翳 11．5覧 10、4＄ 8 脇 83 』 105 曳

女 17偶 8．5S　 6隔 4漏 3．2S　 5．6曳
有名になる

男 9．5覧 10．9SC　 12、2＄ 14、3』 15．2S　 129晃

女　　　　　　　36覧　　　　　4．1覧　　　　10、DX　　　　　8、服 　　　　　B．4覧　　　　　7．8N
　 　 「重要」と選んだもの の ％

　5、安 定性・はなや か さ因子 と業績 主義的 達成

　　上記 の 関心 か ら、職業選好を問 う質問項 目 に 関

　して林数量化 3類を試 み た。その 結果、第 2軸め

　に、「安定重視 ・社会的有用性重視
一安定性非重

視 ・はなや か 重視」 の軸が現れた。こ の 軸は、固

　有値・相関係数 ともに大きな説明力を持 っ て い る。

　各学校ラ ン ク の 男子生徒、女子生徒が この軸の ど

　こに位置付 くか、ま ず カ テ ゴ リ
ー

別平均値をX 軸

　上 に プ ロ ッ トした。さら に、そ の 職業選好を持ち

　なが ら、業績主義志向はもっ て い るか を見る た め

　に、「将来何 に な りたい か は と もか く として 、で き

　るだ けい い 大学 ・短大に入 っ て お きたい 」 に肯定

　的 に答え た 生徒の 割合をカ テ ゴ リー別 に Y 軸上 に

　プ ロ ッ トした。これが、図 1 である。

　　 図 1 職業選好 X 業績主義志向（ラン ク
・
性複合）
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　　　　 ←不安 定・は なや か 　　　　 安定・社会的有用性→

　　まず、図 1か らは次の 傾向 が窺え る。全体に、

　女子 よりも男子 の 方が、「不安定 ・はなやか 志向」

　を持 つ 傾 向が 見 られ る。また、学校ラン ク で 見れ

　ば 、下 位 の 生徒 ほ ど 「不安定 ・はなや か志向」 を

　持 っ て い る とい え る。しか も、Superラン クや中

　位 B ラ ン クやの 男子は、職業に は 「不 安定 ・はな

　やか」 志向をもちつ つ も、業績主義的な ル ートは

　確保 して お こ うとい う志向性が見られる。

　　実際の 希望職業 の 自由回答を見て も、 Super校、

　上位校 の 男子 は 、「ジャ
ーナ リス ト」、「医者」、

　　「研究者」な どの 職業 を 志 向 す る傾向が 見 られた。

　こ れ に対し、下位校 男子 に は 「ゲ
ー

ム ク リエ
ータ

　ー
」 「デザイ ナ

ー
」な どの 職業を あげた生徒 が 多 か

　っ た。なお 、下位 の 女子 につ い て は 、「歌手」 「メ

　ーク ア ソ プア
ー

テ ィ ス ト」 を あ げ る生徒も多 か っ

　たが 、反面 「介護福祉士 」 「保育士 」 等の職業をあ

　げ る 生徒も多く、こ の あた りが 「安定 ・社会的有

　用性志向 」 の 牽引力 と なっ て い る可能性が ある。

こ の よ うに、「将来 の夢」 とい っ て も、学校ラン ク

や性差 に よっ て 質的な違い があるの で あ る 。

6．職業選 好に対する高校教育改革の 関与

　それ で は最後に、高校 の 個性化 ・多様化政策が 、

こ うし た進路展望 に どの ように 関わっ て い るか 見

て い く。 図 2 は、先ほ ど と 同 様、職業選好第 2 軸

を X 軸 に、業績 主義志 向 を Y 軸 に 取 り、そ こ に コ

ース ラ ン ク ・コ
ース タイプ複合変数をプ ロ ッ トし

た もの で ある。

　　図 2 職業選好 × 業績主 義 志向 （ラン ク・コース タイプ複合）
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　図 か ら は 次の こ とが読み とれ る。個性化
・多様

化政策の 中で導入 され た新タイ プの 学科 コ
ー

ス の

生徒は、全般 に普通科 に 比 べ 「不 安定 ・は なや か ］

志向が強く、業績 主義志向が 弱い
。 特に 、 中位以

下 の 「芸術 ・ス ポ
ーツ 」 「産業デザイ ン 」 コ

「 ス で

は、こ の傾向 は顕著 で ある。

　 コ
ー

ス ラ ン ク ・タイ プ を独 立変数に取り、進路

意識や希望進路に つ い て 見た分析 で も、こ の傾向

は見られた 。 中位以下の 非ア カ デ ミ ッ クタイプの

学科 ・
コ
ース の 生徒は、威信の 高い 進路をめざし

て 勉強 しようとい う志向性が他学科 ・コ
ース に比

べ て低 い 。しか も、彼ら は悲観的 で はな く、む し

ろ普通科 の 生徒に比 べ て 、の び の び と楽 しく学習

す る傾 向が見 られる。しか し、こ の ように、業績

主 義的なノle−　tlか らお りて 、「は なやか」な職業を

求める彼 らに、どの よ うな将来 が待 っ て い る の だ

ろ うか。最後に そ の 点を考察 して締 め く く りたい 。

7 ．考察

　現在、産業構造 が変化する中で 、確かに中位
・

会 の 生 徒 が 志向す る ような芸術系 ・
フ ァ ッ シ ョ ン

系の 産業従事者は増えて い る。しか し、他の 職種

従事者に 比べ 依然 として稀少 で あ り、多くは こ れ

らの 職業に つ けない と予測 される。そ の ときに 、

学歴 も職業ス キル も持たない 彼 らは、どこ に位置

づ けられ る の か。おそ らくこ れまで 下位校の 生徒

がっ い て きた職業以上に、不安定な労働に組み込

まれ る と予測 され る。「将来 の 夢 」を推奨する高校

教育改革の 功罪は、こ うした点か らも考察され る

必要があ るの で はない だろ うか （詳細は当 日配布

す る レジュ メ に て ），
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